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射出更正

用語解説（63）

　わが国の静止気象衛星GMSは，可視・赤外走査放射

計（UISSR）を搭載することになっており，その赤外部

の波長帯は，大気の窓領域である10．5～12．5μmである

ので，地表面および雲頂温度の測定が可能である．GM

Sシステムでは，観測域内の海面水温を抽出する計画で

あるが，観測データは，大気中の水蒸気等の吸収物質の

影響を受けている．このため，海面水温を精度良く求め

るためには，これら吸収物質による効果を補正・除去し

なくてはならない．この補正を「射出更正」と呼んでい

る．

　GMSで観測された放射量Nは，次式の様な放射伝達

公式で表わすことが出来る．但しGMSの波長帯では，

散乱効果の項は，小さいので無視している．

N－1》（媒）噛∫鄭諦（T）商繊

ここで，ελは海面の射出率，β入（T）は，planckの関

数，τλは透過関数，T・は求める海面温度，Tは大気層

の温度であり，λ、＝10．5μm，え2＝12．5μmである．右辺

の第1項は，海面からの放射量，第2項は大気層からの

放射量を示している．光学路程中に吸収物質が無けれ

ば，τλ＝1であるので，衛星の観測放射量Nから容易

に海面水温を決定することが出来る．

　しかし，実際の大気中には，水蒸気等の吸収物質が存

在するので透過関数τ入は1ではなく，しかもτ入は，

吸収物質の鉛直分布の函数であるので，上式を解くのは

容易ではない．GMSのVISSRの波長帯では，水蒸気

が主たる吸収物質であるので，気温および可降水量の鉛

直分布が与えられれば，理論的に射出更正を行なうこと

が出来る．

　衛星で測定される放射量Nから決定される等価黒体

温度を7加とすると，乃B＝乃＋∠Tの関係で表現さ

れる．ここで為は海面水温値，∠Tは射出更正量であ

る．∠Tは，前述した理論的補正によって決定すること

が出来るが，処理預域の大部分は，海上であり，高層観

測資料が乏しいこと，および処理時間がぽう大であるこ

とから，現在，経験的射出更正方式が検討されている．

（前ぺ一ジヘつづく）
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　静止気象衛星（GMS）のミッションのひとつで，Space

Environment　Monitor（宇宙環境モニタ）の略称．

　これまで主にアメリカの気象衛星（ITOS・SMS・

TIR・OS－Nなど）にとりあげられてきたミッションで，

その目的は太陽活動に伴って放出される高速の荷電粒子

（プロトン・アルファ・電子）を地球近傍空間で観測す

ることである．地球周辺空間は，太陽から放出されるプ

ラズマ流（太陽風と呼ばれている）や，高エネルギー粒

子・X線・紫外線などが地球磁気圏や超高層大気と相互

作用して，複雑な現象を呈している．このような地球周

辺環境は太陽活動によって激しく変動し，それをモニタ

するという意味で「宇宙環境モニタ」の名が与えられて

いる．よく知られているバン・アレン帯はこのような宇

宙環境の重要な要素のひとつである．

　太陽活動に伴う太陽放射線の変動が，地球に与える影

響のうちで最も重要なもののひとつに，気象，特に気候

変動への影響がある．太陽活動一気象間関係は，その存

在が指摘され始めてからすでに久しい．が，大気現象の

複雑さはその機構の解明を拒み続けてきた．そのため，

その関係に絶えず疑問を持ち続ける人の多い時代が続い

た．しかし，近年・ケット・人工衛星による宇宙観測が

長足の進歩をとげ，従来から用いられてきた太陽黒点数

やKp指数などに加え，地球周辺空間に関する知識がき

わめて具体的になってきた．この知識を利用して，上の

関係解明にもう一度光をあててみようという気運がここ

数年，急速に高まってきている．従来の統計により相関

係数を論じる方法に加え，いま少し物理的な方法を持ち

込もうというのがその主旨である．

　このように，地球周辺の宇宙環境が地球大気に与える

影響，特に気象・気候に及ぼす影響を調べるための基礎

資料を得るのがこのミッションの目的である．SEMの

具体的な観測対象は，太陽フレアに起因する高エネルギ

ー粒子で，1－500MeV（106電子ボルト）のプロトンを

対数的に7つのチャネルに，8－400MeVのアルファ粒

子を同じく5つのチャネルに，＞2MeVの電子を1チ

ャネルにそれぞれ分けて到来数を測る．

　なお，SMS（アメリカの静止気象衛星）では「宇宙環

　　　　　　　　　　　　　　　（前ぺ一ジヘつづく）

、天気”23．8．



長期予報回顧

上で発表され，その集大成が季節予報指針（気象庁刊

行）としてまとめられております．

　ごく最近の長期予報研究の動向については，よく知ら

れていると思いますので，今回は特に述べませんが，私

としては，これまでの研究で，日本における異常天候の

実態が，少なくとも同時関係において，平均天気図上で

かなり明確になってきたと信じております．何でもない

ことのようですが，方法はともあれ，対流圏や成層圏の

天気図上で，長期予報ができるようになったことは，戦

前のことを考えますと，本当に隔世の感に堪えません．

この藤原賞の内定を同僚の方から知らせて頂いたのは，

北海道ではまだ肌寒い3月のある日のことでした．窓の

下に見える構内の庭には，浅黄色の蕗の墓が土の中から

芽を出していました．その時浮んだのが次のような句で

す．

　　　学会の受賞の電話　蕗の墓　　　雪華
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　長い冬の間，雪の下に埋れていた蕗が，春と共に芽を

出してきたのが，何となく長期予報が長い日蔭暮しの時

代から漸く芽を出して来たのに似たように感ぜられたの

です．この芽を出した長期予報が将来すくすくと伸び

て，蕗の葉のように大きな発展を遂げることを望んでや

みません．

　私の本日の受賞は，多くの諸先生方のご指導と，長期

予報グループの多くの同僚のご協力によるものと衷心か

ら厚くお礼申しあげます．ただこの喜びをお知らせする

Scherhag教授は既にこの世にいな：いことが残念でなり

ません．でもせめても慰めは，偶然といいましょうか，

先生が亡くなられる前年の昭和44年の3月に，この気象

学会で先生を日本へ招待し，親しくそのけい咳に接し，

また多くの講演をお伺いすることができたことでした．

最後になりましたが，日本気象学会の今後のご発展を望

んでやみません．

（次ぺ一ジのつづぎ）

今までのシュミレーションの結果では，射出更正量∠T

は，観測放射量に対する等価黒体温度と，可降水量の多

少を示すパラメータの函数として表現されることが明ら

かとなり，経験的射出更正方式も充分に実用に耐え得る

と考えられている．

　射出更正は，吸収物質の分布以外に，観測対象物質の

射出率に対する補正も含まれるが，海面の射出率は，衛

星天頂角が600以下では，ほぼO．95程度であるので，こ

の効果は無視出来る．しかし，地表面温度や雲頂温度を

求める時には，射出率の変化に対する補正も必要とな

る．　　　　　　　　　　　　　　　　　　（山本孝二）

境」として上の高エネルギー粒子に加えて，地球周辺磁

場，太陽X線も観測対象に入れている．　（河野　毅）
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